
（
平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日
受
附
）

毎
春
我
が
家
の
庭
に
鵯
來
た
る
。
夫
の
撒
く
パ
ン
の
小
片
を
求
め
て
の
こ
と
な
り
。
當
初
は
地
面
の
パ

ン
を
夫
立
ち
去
り
し
後
に
啄
め
る
も
、
次
第
に
馴
れ
、
四
、
五
年
前
に
は
夫
庭
に
居
る
も
平
然
と
食
す
に

至
り
ぬ
。
中
に
大
膽
な
る
も
の
は
、
一
米
の
至
近
距
離
に
近
づ
き
て
も
逃
げ
ず
。
や
が
て
夫
の
投
げ
た
る

パ
ン
を
空
中
に
て
捕
ふ
る
も
の
さ
へ
現
れ
ぬ
。
幾
度
と
な
く
空
中
に
て
パ
ン
を
捕
ふ
る
か
の
鳥
、
こ
こ
ろ

な
し
か
得
意
氣
に
見
ゆ
。
待
機
せ
る
場
所
も
必
ず
同
じ
木
の
同
じ
枝
な
り
。
仲
間
の
他
の
鳥
、
遠
慮
し
て

か
、
そ
の
枝
に
は
留
ま
ら
ず
。

二
か
月
ほ
ど
毎
日
鵯
の
訪
問
續
き
た
る
後
、
は
た
と
姿
を
見
せ
ず
な
る
も
、
毎
年
の
こ
と
な
り
。
た
だ
、

今
年
は
そ
の
後
に
愉
快
な
る
こ
と
あ
り
。
通
年
庭
を
訪
る
る
雀
ど
も
、
鵯
と
も
共
存
共
榮
に
て
同
じ
き
時

に
庭
に
來
る
こ
と
多
し
。
そ
の
中
の
一
羽
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
て
、
鵯
來
ず
な
り
ぬ
る
次
の
日
、
か
の

空
中
捕
捉
の
鵯
と
同
じ
木
、
同
じ
枝
に
留
ま
り
て
、
夫
の
投
ぐ
る
パ
ン
を
空
中
に
て
捕
へ
ん
と
す
。
無
論
、

失
敗
に
終
は
る
も
、
そ
の
意
氣
や
よ
し
。
雀
に
も
個
性
あ
る
こ
と
、
異
な
る
種
の
鳥
を
も
倣
ふ
こ
と
、
い

づ
れ
も
意
外
な
る
樂
し
き
發
見
な
り
。

（
平
成
二
十
八
年
九
月
）

長
壽
社
會
と
な
れ
る
昨
今
、
「
健
康
年
齡
」
と
言
ふ
こ
と
、
よ
く
話
題
と
な
る
。
長
壽
は
素
晴
ら
し
き

こ
と
な
れ
ど
、
健
康
な
ら
ざ
れ
ば
餘
り
意
味
は
無
し
。
「
認
知
症
豫
防
」
の
た
め
「
腦
を
活
性
化
」
せ
し

む
る
こ
と
の
必
要
を
新
聞
・
雜
誌
・
テ
レ
ビ
、
し
き
り
に
取
り
上
ぐ
。
そ
れ
ら
の
中
に
特
に
二
つ
の
こ
と

に
興
味
を
覺
ゆ
。

そ
の
一
つ
、
お
手
玉
を
す
る
こ
と
。
子
供
の
頃
ご
く
當
り
前
に
な
せ
る
遊
び
な
り
。
そ
れ
を
一
方
向
よ

り
せ
ず
、
右
よ
り
左
、
左
よ
り
右
と
交
互
に
な
す
。
こ
れ
認
知
症
豫
防
に
效
果
あ
る
は
實
驗
の
證
明
す
る

と
こ
ろ
な
り
。

そ
の
二
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
腦
の
活
性
化
に
大
變
有
效
な
る
こ
と
。
一
日
コ
コ
ア
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
含

有
、
二
十
五
グ
ラ
ム
を
食
す
。
こ
れ
も
效
果
實
證
濟
み
の
由
。
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
攝
ら
ば
太
る
」
と
言
ふ

は
間
違
ひ
な
ら
む
。

お
手
玉
に
よ
り
童
心
に
返
る
を
得
。
ま
た
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
我
好
む
食
べ
物
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
つ

は
大
い
に
關
心
あ
る
こ
と
な
り
。

（
平
成
二
十
八
年
二
月
）

里
歸
り
す
る
息
子
の
家
族
を
大
阪
へ
と
送
り
た
る
歸
途
、
京
都
に
て
一
泊
す
。
洛
北
の
滿
開
の
櫻
を
愉

し
む
を
得
た
り
。
歸
京
し
て
二
、
三
日
過
ぎ
し
頃
、
常
の
散
歩
道
を
歩
み
た
り
。
此
の
道
に
見
事
な
る
大

木
の
櫻
在
り
。
そ
の
櫻
の
下
に
通
り
か
か
り
た
る
時
、
彼
方
よ
り
來
た
れ
る
人
、
聲
を
掛
く
。
「
散
り
始

め
て
し
ま
ひ
ま
し
た
な
あ
」
と
。
私
「
左
樣
で
す
ね
」
と
應
ふ
。
そ
の
御
仁
「
寂
し
い
な
あ
」
と
如
何
に

も
悲
し
げ
の
眼
に
て
櫻
を
見
上
ぐ
。
「
私
は
こ
の
時
節
の
一
片
（
ひ
と
ひ
ら
）、
二
片
（
ふ
た
ひ
ら
）
と
此

一
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の
石
疉
の
上
に
花
び
ら
の
舞
ひ
散
る
樣
を
愉
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。
日
頃
の
道
と
は
變
は
り
て
雅
な
小

徑
と
な
り
ま
す
故
に
」
と
申
す
に
、
御
仁
は
「
嗚
呼
、
そ
れ
は
よ
ろ
し
い
。
そ
れ
は
よ
ろ
し
き
事
で
す
ね
。

落
花
の
雪
の
如
く
に
」
と
心
な
し
か
晴
れ
や
か
な
る
お
聲
と
な
り
て
立
ち
去
り
ぬ
。

若
き
頃
は
觀
櫻
は
名
木
を
訪
ぬ
る
こ
と
と
思
ひ
つ
の
ら
せ
居
れ
ど
も
、
街
の
中
無
名
の
櫻
の
下
に
て
散

る
花
を
惜
し
む
人
に
出
逢
へ
た
る
こ
と
心
に
殘
る
は
、
年
を
重
ね
た
る
故
に
こ
そ
と
覺
ゆ
。

（
平
成
二
十
八
年
四
月
）

三
月
中
旬
久
し
ぶ
り
に
茨
城
を
訪
問
す
。
大
洗
な
ど
も
五
年
前
の
震
災
に
て
は
數
多
被
害
受
く
。
特
に

海
沿
ひ
は
被
害
多
く
一
階
部
分
水
沒
し
た
る
家
多
し
と
聞
く
。
さ
れ
ど
建
て
直
し
た
る
に
や
、
新
し
き
建

物
多
き
一
劃
散
見
す
。
水
族
館
、
海
の
幸
な
ど
樂
し
み
都
市
部
に
戻
る
。
二
代
目
水
戸
光
圀
公
發
案
に
よ

り
二
百
五
十
年
か
か
り
て
完
成
せ
り
と
い
は
る
る
水
戸
偕
樂
園
に
立
寄
る
。
震
災
後
の
修
復
も
濟
み
、
黄

門
樣
と
梅
娘
何
人
も
に
こ
や
か
に
出
迎
へ
和
や
か
な
り
。
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
京
ド
ー
ム
六
十
四
個
分

の
梅
園
、
手
入
れ
行
き
屆
き
て
廣
々
と
見
晴
ら
し
良
く
清
々
し
。
百
種
類
三
千
本
あ
り
と
言
ふ
梅
も
見
頃

に
て
、
白
梅
紅
梅
競
ひ
合
ひ
て
咲
け
り
。
香
り
ひ
そ
や
か
に
て
好
も
し
。
平
日
故
、
混
雜
も
無
く
ゆ
る
り

と
過
ご
せ
り
。
ま
さ
し
く
日
本
ら
し
き
風
景
な
り
。
こ
の
平
穩
、
平
和
何
時
ま
で
も
と
心
よ
り
願
ふ
な
り
。

（
平
成
二
十
八
年
四
月
）

蝦
夷
地
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
人
・
物
・
世
界

去
る
二
月
七
日
、
佐
倉
市
國
立
民
族
博
物
館
の
標
記
展
覽
會
に
赴
け
り
。
知
牀
半
島
「
東
側
方
面
」
メ

ナ
シ
地
方
よ
り
ク
ナ
シ
リ
島
一
帶
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
、
和
人
の
非
道
に
耐
へ
か
ね
蜂
起
す
る
こ
と
あ
り
。

松
前
藩
足
輕
は
じ
め
七
十
人
餘
り
、
ア
イ
ヌ
に
殺
害
せ
ら
れ
し
た
め
、
松
前
藩
鎭
撫
隊
を
派
遣
し
、
ア
イ

ヌ
の
首
長
達
の
力
を
借
り
て
戰
ひ
を
お
さ
む
。
そ
の
折
ア
イ
ヌ
の
ツ
キ
ノ
エ
や
イ
ト
コ
イ
ら
有
力
な
る
ア

イ
ヌ
の
首
長
達
、
松
前
藩
に
協
力
せ
り
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戰
ひ
と
稱
せ
ら
る
。
こ
の
時
松
前
藩
主

は
藩
に
協
力
せ
し
ア
イ
ヌ
の
有
力
者
十
二
人
の
姿
を
藩
主
の
弟
蠣
崎
波
響
に
描
か
せ
ぬ
。
こ
れ
「
夷
酋
列

像
」
な
り
。
去
る
一
月N

H
K

テ
レ
ビ
新
日
曜
美
術
館
に
て
こ
の
繪
を
知
り
、
蠣
崎
波
響
の
畫
人
と
し
て

の
才
と
繪
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
の
高
き
精
神
性
に
眞
底
心
魅
か
れ
た
り
。
波
響
は
幼
少
の
頃
よ
り
圖
拔
け

た
る
繪
の
才
能
に
惠
ま
れ
た
る
上
に
圓
山
應
擧
に
も
師
事
す
。
神
社
に
も
よ
く
奉
納
し
「
祈
り
」
を
常
に

忘
れ
ざ
る
由
。
又
波
響
の
繪
は
時
の
天
皇
の
天
覽
に
及
び
し
ほ
か
、
老
中
松
平
定
信
は
後
に
「
夷
酋
列

像
」
を
模
寫
せ
し
め
ぬ
と
。
又
松
前
藩
は
一
時
江
戸
幕
府
よ
り
お
取
り
上
げ
と
な
り
た
る
時
期
あ
る
も
波

響
の
繪
に
よ
り
藩
は
戻
さ
れ
た
り
と
。

そ
れ
に
つ
け
て
思
ふ
は
、
倉
敷
の
大
原
美
術
館
に
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
「
受
胎
告
知
」
あ
る
を
リ
ッ
ト
ン

調
査
團
知
り
、
こ
の
繪
あ
る
故
に
、
今
次
大
戰
に
於
い
て
倉
敷
の
街
に
は
爆
彈
投
下
せ
ら
れ
ず
戰
災
を
免

れ
、
當
時
の
面
影
を
殘
す
に
至
れ
り
。

名
畫
に
か
く
な
る
力
あ
る
こ
と
、
改
め
て
認
識
す
る
な
り
。

（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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時
下
秋
冷
の
候
、
御
變
り
な
く
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
候
。

川
原
樣
の
時
折
新
聞
に
投
稿
せ
ら
る
る
「
短
歌
」、
毎
囘
樂
し
み
に
讀
み
居
り
候
。

十
月
七
日
付
の
新
聞
に
載
せ
ら
れ
し
六
首
も
日
常
生
活
の
樣
子
を
さ
り
げ
な
く
表
現
せ
ら
れ
、
川
原
樣

の
優
し
き
お
心
、
手
に
取
る
如
く
感
ぜ
ら
れ
し
作
品
多
く
候
。
そ
の
中
の
一
首
「
若
き
パ
パ
抱
つ
こ
ヒ

モ
に
て
子
は
胸
に
手
と
目
は
ス
マ
ホ
こ
ろ
ば
な
い
で
ね
」
は
、
我
も
日
頃
相
似
た
る
光
景
を
目
に
す

る
こ
と
有
り
、
常
に
心
に
掛
か
り
し
事
を
詠
ま
れ
、
思
は
ず
心
の
中
に
て
拍
手
致
し
候
。
そ
の
後
も
新
し

き
作
品
を
作
ら
れ
し
事
と
存
じ
候
。
次
囘
の
投
稿
を
愉
し
み
に
お
待
ち
申
し
上
げ
候
。

時
節
柄
お
身
體
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
過
ご
し
下
さ
れ
た
く
候
。

（
平
成
二
十
七
年
）

昨
日
靖
國
神
社
清
掃
奉
仕
の
歸
途
、
參
道
脇
に
て
開
催
せ
ら
れ
た
る
露
店
骨
董
市
に
立
寄
り
ぬ
。
そ
こ

に
竝
べ
ら
れ
た
る
尋
常
小
學
校
の
國
語
教
科
書
、
歸
宅
後
氣
に
な
り
ぬ
。
一
よ
り
始
ま
り
、
十
數
卷
と
續

け
る
そ
の
教
科
書
は
、
ど
の
頁
を
開
き
て
も
明
治
天
皇
や
婦
女
子
の
道
な
ど
、
實
に
立
派
な
る
内
容
に
て
、

義
の
道
、
徳
の
道
の
勉
強
に
も
な
る
中
身
也
。
十
數
卷
目
と
も
な
ら
ば
、
之
を
小
學
生
が
讀
み
し
も
の
か

と
疑
ふ
如
き
漢
字
使
は
れ
、
實
に
立
派
な
る
文
語
文
也
。
サ
ク
ラ
サ
ク
か
サ
ク
ラ
サ
イ
タ
か
忘
れ
し
が
、

吾
が
文
語
の
勉
強
の
教
材
に
も
な
り
得
る
感
せ
り
。
其
の
場
の
物
は
痛
み
し
も
の
多
く
、
一
册
三
千
圓
と

高
價
に
て
氣
持
ち
動
か
ざ
れ
ど
、
一
度
美
品
を
探
し
求
め
、
姿
勢
を
正
し
大
聲
に
て
幾
度
と
な
く
讀
み
、

幾
度
と
な
く
書
き
移
さ
ば
、
何
ぞ
效
果
の
あ
ら
は
れ
ざ
ら
む
と
思
ふ
也
。
一
か
ら
改
め
て
國
語
を
學
び
た

し
と
冀
ふ
次
第
也
。
よ
く
よ
く
尋
常
小
學
校
の
教
育
を
受
け
し
方
々
の
持
つ
品
格
の
源
泉
を
覗
き
見
た
る

思
ひ
す
る
春
の
靖
國
也
。

（
平
成
二
十
八
年
二
月
）

卒
業
後
六
十
二
年
を
閲
し
、
高
校
の
同
窓
會
本
年
は
兩
國
に
て
催
ほ
さ
る
。
總
武
線
兩
國
驛
最
寄
り
の

ホ
テ
ル
・
ロ
ビ
ー
に
集
合
、
晝
食
を
共
に
せ
る
後
、
江
戸
時
代
の
名
所
、
舊
蹟
を
散
策
せ
り
。
朝
の
天
氣

豫
報
通
り
、
三
時
過
ぎ
よ
り
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
も
、
見
學
に
は
支
障
な
し
。
散
策
の
道
す
が
ら
芥
川
龍
之

介
の
文
學
碑
、
勝
海
舟
生
誕
の
地
な
ど
、
目
立
た
ぬ
や
う
點
在
す
る
を
見
る
。
京
葉
道
路
、
馬
車
通
り
の

竝
行
し
て
走
る
道
の
中
程
に
吉
良
邸
跡
あ
り
。
往
時
の
吉
良
家
上
屋
敷
は
二
千
五
百
五
十
坪
（
約
八
四
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
占
め
た
る
も
、
今
「
吉
良
邸
跡
」
と
し
て
殘
る
本
所
松
坂
町
公
園
は
二
十
九
・
五
坪

（
約
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
過
ぎ
ず
。

國
技
館
近
く
の
こ
の
邊
り
は
相
撲
部
屋
も
多
し
。
往
年
の
横
綱
栃
木
山
の
創
設
せ
る
春
日
野
部
屋
、
元

逆
鉾
の
率
ゐ
る
井
筒
部
屋
な
ど
此
處
か
し
こ
に
點
在
す
。
一
時
（
ひ
と
と
き
）
近
く
の
散
策
を
經
て
兩
國

橋
ま
で
辿
り
著
け
り
。
隅
田
川
の
兩
岸
に
架
か
る
こ
の
橋
は
武
藏
國
、
下
總
國
を
分
か
つ
が
故
に
こ
の
名

を
冠
せ
ら
れ
た
り
、
と
聞
く
。
囘
向
院
に
立
寄
り
、
境
内
に
て
勸
進
相
撲
を
興
行
し
た
る
跡
、
嘗
て
の
名

横
綱
双
葉
山
の
名
の
刻
ま
れ
し
石
碑
等
、
興
趣
深
く
見
學
し
た
る
後
、
ホ
テ
ル
に
戻
る
。
あ
ら
た
め
て
幹

事
の
心
遣
ひ
に
感
謝
せ
る
一
日
と
は
な
れ
り
。

（
平
成
二
十
八
年
四
月
）

三
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明


